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サキホコレ！ローカル5Gとリアルメタバースを活用した秋田県産地モデル実証

（株）NTTアグリテクノロジー、（株）秋田食産、（有）アグリフライト大曲、草彅真也、秋田県仙北
地域振興局、鹿角市、潟上市、大仙市、美郷町、秋田県立大学、福島大学、宇都宮大学、山梨大学、農
研機構(野菜花き研究部門、東北農業研究センター、西日本農業研究センター)、（株）恋する鹿角
カンパニー、物産中仙（株）、（株）グランドパレス川端、ENEX（株）、（株）ポケット・クエリーズ、持
続未来（株）、グッド・アグリテクノロジーズ（株）、（株）フィデア情報総研、東日本電信電話（株）、
大仙アグリコミュニティー

（株）秋田食産 ほか（秋田県美郷町ほか）
実証課題名

構　成　員

背景・課題

実証面積合計：59a

高齢化・人口減少社会を迎えて秋田県の人口は 2017 年に 100 万人を割り込み、農業従事者数
もここ数年で 25％以上減少している。そのため、米に代わる新たな作目の「地域ブランド」に
よる地域活性化、新規就農者増に資する研修生募集や就農支援、スマート農業技術の導入による
超省力化、生産性・利益の向上や冬場に収入を得られる農作物の生産拡大が求められている。

★

　秋田県内の複数エリアで多種に渡る実証を推進することで、秋
田県全体での農業経営の成果最大化を目指したい！
　本実証においては、生産から販売までの出口戦略を考えた事業
になっており、農業関連の各種情報をローカル5G、リアルメタバー
ス※を活用してシェアリングすると共に、収穫ロボットや AI を活
用した超省力化を実現する。また、降雪地域特有の雪対策として
地下水活用により解決する等、複数経営体に対してスマート農業
技術を導入し、普及性を考えたデータ駆動型農業を実現すること
で、秋田県全域での持続可能な農業経営、所得向上を目指し産地
活性化モデルを創出したい。
※インターネットを介して利用する仮想空間にリアルな情報を組み合わせたもの

本実証プロジェクトにかける想い

〇遠隔監視指導による栽培作業時間の 15％削減　
〇イチゴ収穫・運搬ロボットによる収穫時間の 50％削減及びロス率 80％削減
〇遠隔ショッピングによる道の駅売上げ 16％増加　
〇スマホ活用の生販連携アプリによる販売額の 25％増　
〇地下水活用のクラウン温度制御による10aあたり収量30％増、光熱費30%削減、除雪作業時間を200時間削減｠
〇経営管理システムによる管理作業時間の 30％削減

目　　標

イチゴ農園内の風景イチゴ農園内の風景

実証する技術体系の概要

時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

要素技術 ①遠隔技術指導、②自動収穫・運搬ロボット、③遠隔ショッピング、
④栽培管理及び経営管理システム、⑤生販連携アプリ

①遠隔技術指導 ②自動収穫・運搬ロボット ③遠隔ショッピング ④栽培管理及び経営管理システム ⑤生販連携アプリ

▶実証代表 （株）NTTアグリテクノロジー　
（株）NTTアグリテクノロジー　
（e-mail：contact@ntt-agritechnology.com） 

▶視察等の受入について問い合わせ先

リアル
販売員
を呼ぶ

シームレス
な切替

ボタン押下で詳細説明を閲覧

顧客（アバターで遠隔から会話）

リアル販売員
（映像越しに顧客アバ
 ターと会話）

・誰にも邪魔されずに店内を
   自由に見る
・友達同士で複数人アバター
   で店内に入ることも可能

勝手に遠隔
ショッピング
モード

販売員リアルタイム
サポート

ショッピングモード

AI 画像判定サポートによる
現場収穫作業

困った際の
遠隔熟練者によるサポート

遠隔の
熟練者へ
映像通話Call

・ AI 画像認識による収穫
  可否判定
・ 作業結果記録
　（映像記録）

農作業現場
（スマートグラスで作業）

遠隔の熟練者
（PC or タブレットで現場視聴）

経営管理システム

メール等で
情報発信

Instagramや Facebook などの媒体に
自動で売買状況を発信できます

日々の業務が忙しくてなかなか情報発信
できない店舗様に代わってデジベジが
販促活動を請け負います

スマホやPC
で簡単に売場
状況を確認

現在や過去の
写真が見れる
だけではなく
AIの進化度合
い次第で未来
の予測もみれ
ます

情報発信

保守管理状況把握状況把握

契約

使用料金

メール等で
情報発信

WEBで
状況確認

メール等で
情報発信

WEBで
状況確認売場

店舗管理者

無
料

無
料

農作業現場
（スマートグラスで作業）

 確実な意思伝達

映像越しにラインや文
字を書き、現場の局所
部分を指し示して会話
する

熟練者が書いたライ
ンや文字は現実空間
に重畳表示される。

イチゴの自動運搬
ロボット

イチゴの自動収穫ロボット

消費者

売場

生産者

店舗管理者

メール等で
情報発信労働力分配システム 作業工程管理システム

収穫情報共有システム

収穫予測システム
（基幹システム）
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品目  ５G（イチゴ）




